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（総合審査結果の要旨） 
 
伊阪柊は先端芸術表現科の学部を卒業後、映像研究科の修士課程、そして先端芸術表現科の博士課程と、
制作研究を続けてきたが、一貫してフィールドワークを核としながら、映像記録と変化を続ける環境との
関係を斬新な視点から探究している。 
博士論文「ヴァーチャリティという質の中での介入的創作プロセスを通した環境動態の分析と表現」は、
映像により環境を記録しようとする時、まずそれを支える技術基盤や環境変化をもたらす多様な要因も
深く関与しているという前提に立っている。その上で、火山や地震などの災害、気候変動等が日常的に起
こる現代において、あらためて映像の記録行為や創造の意味を問い直し、環境変動とメディアとの不可分
な連続性を検証しようとするリサーチであり、そこでは「目的＝プロセス」となるような場の新たな創出
が目指されている。 
博士作品の「ポリゾネーション（Polyzonation）」という言葉は、生物が住む領域が各々帯状になった
状態や、地質学的な地層を意味する「ゾーネーション」に、複数を表す「ポリ」という接頭語を付けた伊
阪による造語である。 
作品は、フィールドワークでの観察記録を基にして伊阪独自の解釈を加えたフル3DCGの映像を作成し、
観測者の内的変化や道具としての映像装置への時制付与といった操作を「介入行為」として捉えたインス
タレーション作品となっている。つまりイメージを切り取り、記録する映像ではなく、ダイナミックに動
く環境へ巻き込まれている自己を強く意識し、それを巻き込み直すようなメディアの編集作用を新たな
映像表現として提示しようとするものである。論文や作品ともに野心的で実験的要素の強い複雑な内容
であるが、その未知のヴィジョンの開拓精神を評価し、博士号に値すると判断した。以上の理由から合格
とする。 
